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　磁場強度の上昇による最も大きな利点
は，信号雑音比（signal to noise ratio：
SNR）の向上によって高分解能画像の取
得が容易となることで，高磁場3T MRI
の臨床応用は，詳細な解剖構造の描出が
求められている脊椎・脊髄領域において
は大きなステップアップとなることが期待
されている。
　本稿では，脊椎・脊髄領域における3T 
MRIの必要性と問題点について概説し，
正常者を対象とした新しい撮像技術の応
用例を紹介していく。

脊椎・脊髄領域における
3T MRIの必要性と
問題点

1．3T MRIの必要性

　体動による影響の少ない脊椎・脊髄
領域では，MRIの有用性が高く，多く
の臨床応用がなされてきている。しかし
一方では，症状が画像所見と合致しない
こともしばしば経験されるところであり，
こうした際には，障害レベルや重傷度を
含めた責任病巣の決定に神経学的所見
が必要とされる。この臨床的課題に対す
る解決策の1つは，MRIによる病変検出
能の向上にあり，脊髄内においては灰白
質と白質の識別が可能で，脳と同様に，
脊髄においてもMRトラクトグラフィによ
る主要神経伝導路の描出が可能な撮像
法が求められている。また，複雑な解剖
構造を呈する椎間孔周辺での病変の存

2．3T MRIの問題点

　周囲を骨で囲まれている脊髄や脊髄神
経の描出において，3T MRIの大きな問
題点の1つは高磁場化による磁化率効果
の増大にある。対処法としては，リフォー
カスパルスを多く利用する高速SE法や，
短いTEを設定できるパラレルイメージ
ングの応用がある。また，静磁場の均一
性の低下による不完全な脂肪抑制に対し
ては，3 point Dixon 法の変法である
IDEAL（Iterative Decomposition of 
water and fat with Echo Asymmetry 
and Least-squares estimation）法7）の
応用が有効である。

1． 等方性ボクセルによる
ボリューム撮像

3T MRIを用いた応用例

　3 T MRI が有する高い SNR により，
0 . 9mmの等方性ボクセルという高い空
間分解能を持つボリュームデータを，5分
程度の撮像時間で得られるためルーチン
検査として用いることができる。撮像に
はコントラストの向上を目的とした，リ
フォーカスパルスを可変できる三次元高
速SE法（SPACE：Sampling Perfec-
tion with Application optimized Con-
trasts using diff erent fl ip-angle Evolu-
tion法1）など）と三次元高速グラディエ
ントエコー（GRE）法を用いることがで
きる。いずれもT1，T2（T2＊）強調像

在診断と，質的診断の精度向上も必要と
なる。そのためには，病変と脊髄神経前
根と後根，後根神経節，椎間板，黄色
靭帯などの周囲解剖構造との関連を正
確に把握できる撮像法が求められている。
　3T MRIの利用によって，1.5T MRI
と比較して2倍弱のSNRの向上が実現
し，薄いスライス厚や小さなボクセルの
高分解能撮像が可能となることで病変
の存在診断の精度が向上している。特に，
三次元高速スピンエコー（SE）法による
等方性ボクセルでの撮像が可能となり，
高分解能 T 2 強調像 1）あるいは heavy 
T2強調像であるMRミエログラフィ2），3）

の任意の断層像や，三次元立体画像の
観察が可能となってきていることが臨床
への貢献度を高めている。SNRの向上
に加えて，3T MRIでは1 . 5T MRIと
比較して，組織のT1が約1 .2～1 . 3倍
延長するため，inflow効果を用いるMR 
angiography（MRA）のコントラストを
上昇させ，また，背景信号を抑制するた
め造影MRAの増強効果を高める4）。こ
れらの撮像法を応用することで動静脈奇
形や動静脈瘻などの診断や，胸腹部大
動脈瘤の術前検査に必要となる脊髄大
前根動脈（Adamkiewicz動脈）の描出
能の向上が期待される。そのほか，SNR
の向上により，脳と同様に脊髄や脊髄
神経においても，拡散強調画像や神経
伝導路を描出するMRトラクトグラフィ
の応用 5），さらには脊髄におけるMRス
ペクトロスコピーの応用の試み6）も開始
されている。
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2．脊椎・脊髄領域

Ⅰ　領域別に検証する3T MRIである理由




